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沼野みえ子
　健康日本 21 推進全国連絡協議会の設立趣旨 (1) に、「国においては、これら少子・高齢社会を
健康で活力あるものにするため、生活習慣病などを予防し、…略…。健康づくりは、結局は、
国民一人一人が正しい知識を持ち、自ら自覚し、自らの意志で生活習慣の行動変容を遂げなけ
れば効果を上げることはできない。…略…」とある。また健康日本 21（第二次）の国民の健
康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針の全部改正 (2)（健発 0710 第 1 号平成 24 年
7 月 10 日）にも、社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上に「乳幼児期から高齢期ま
で、それぞれのライフステージにおいて、心身機能の維持及び向上につながる対策に取り組む
とともに、子どもの頃から健康な生活習慣づくりに取り組む…略…」とある。年々平均寿命が
延びている中で必ずしも健康寿命は伸びていないことから、望ましい生活習慣を身につけるた
めに子どものころからの健康教育の必要性について触れている (3)。
　新潟市内の保育園・幼稚園における健康教育の実施状況調査（平成 25 年筆者調べ）では、
子どもたちへの健康教育は主に保育者が行っていることが分かった。本学の学生は将来保育の
職に就く割合が高い。就職先に看護師や栄養士など専門職が配属されていたとしても、担任が
健康教育を行う可能性が十分考えられる。保育所保育指針解説書に「保育は『健康と安全』を
欠いては成立しない (4)」とあるように、保育者 * も乳幼児の成長・発達、病気、感染予防等保
健の知識を持つことは不可欠である。
　将来、健康支援の一環として子どもたちに健康教育を行うことを想定し、授業の中で健康教
育をとりあげ、実際に現場で実践した。そこから学生は様々なことを学んだようである。
キーワード :　健康支援、子どもの生活、実態の把握、根拠、シナリオ、媒体、生活習慣
はじめに
　生涯にわたって心身ともに健康で過ごすために
は、自分で自分の健康管理ができることが大切で
ある。そのためには、さまざまな習慣を身につけ
つつある子どものころから健康に関心が持てるよ
う日々の生活の中で働きかけていく必要がある。
　本学科の学生は将来保育の仕事に就く率が高
い。現場に出た時に自信を持って子どもたちに
健康支援が行えるよう、授業に子どもに対する
健康教育を導入してみた。そこで学生たちは、
実際に子どもたちの前で実践する機会を得た。
　学内で作成した健康教育を子どもたちの前で
実践し、現場の先生方から指摘を受けることで、
健康教育の目的・意味・実施上の配慮点などを
より深く具体的に学ぶことができたと思われる。
　その授業での実践について報告する。
方法
　子ども学科 3 年生（学生数 39 名）の「子ども
の保健演習」授業の中で、まずは健康教育につ
いての座学を行った。その後グループごとに健康
教育を作成し、授業内で発表を行い、そこで選
ばれた 4 つのグループが新潟県立幼稚園におい
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んでいない。
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て子どもたちの前で実践した。終了後幼稚園の
先生方から寸評をいただき、その評価と発表時
撮影したビデオを教材にして事後学習を行った。
1、健康教育についての講義（1 コマ使用）
　健康教育について下記の内容で講義を行った。
(1) 目的：①生涯を通して自分の健康は自分で
管理できるようになることをめざ
し、子どもの頃から自分の健康に興
味・関心を持つことの動機づけ行う。
②自分の身体を大切にしたり、友だ
ちの身体を思いやったり、不調を
訴えられるようになる。
(2) 内容：　子どもたちの日ごろの生活状況や
成長・発達課題等からテーマを見
出し、それについて子どもたちが
自ら考えることができるよう、効
果的かつ分かりやすく伝える。
①メインテーマがはっきりしている…たくさん
伝えようとせず要点を明確に話す。
②正しい情報である…子ども向けであっても生
理学的、医学的に正しい情報を伝える。
③子どもたちの興味をとらえている…日常生活
の様子から子どもたちが知りたいと思ってい
ること、興味を持っていることを捉える。
④年齢や集団に合っている…集中力は年齢が小
さいほど短く、集団が大きくなると散漫にな
りやすい。年齢や集団の規模に合わせて教材・
時間・内容を工夫する。
⑤時節を捉えている…虫歯予防デー、目の愛護
デー、就学に向けて、かぜの季節、など・・・
⑥五感に訴える…見る、聞く、触る、匂いを嗅ぐ、
身体を動かすなど五感から感じ取れる工夫を
する。ペープサート、パネルシアター、紙芝
居、人形劇、絵本、お話、写真、ビデオ、な
ど。リズミカルにテンポがあると集中する。
(3) 方法
　・1 グループ :4 人で編成
　・目的とテーマを設定する
　・シナリオを作成する
　　①導入、②本題、③確認（理解できている
かどうか、約束事などの確認）
　・時間 :15 〜 20 分間で発表
　・媒体を上手に使い展開する
※なぜ今このクラスにこの健康教育が必要なの
か、根拠を明らかにして取り組む。
　発表の時も、ねらい（根拠 : 今なぜこの健康
教育をするのか）を明確にした上で発表する。
(4) 新潟県立幼稚園での実施について説明
　平成 26 年 1 月 27 日（月）10:35 〜 12:05
　3 歳児クラス 15 分× 2=30 分
　4　　〃　　20 分　　　　　　　計 75 分間
　5　　〃　　25 分
2、健康教育の準備（3 コマ使用）
(1) グループ編成
　4 人グループ× 9、3 人グループ× 1計 10 班
(2) 企画書
　表 ‐ 1 の企画書を班ごとに作成し、教員と
のヒアリングを重ねながら練り上げる。
①テーマの設定
　健康教育のテーマを設定するにあたっての根
⎫
⎥
⎬
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⎭
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拠（なぜこのクラスに今この健康教育が必要か、
子どもたちやクラスの様子など）はあくまでも
想定ということにした。ただし想定であっても
根拠を示せることの大切さを強調した。
　このとき教員からテーマの候補をいくつか挙
げてそこから選択という形をとったが、事前に
幼稚園の先生から各クラスが希望するテーマを
聞いておいたものである。
②シナリオの作成
　対象とするクラスを決め、そのクラスの状況に
沿ったシナリオを作成する。まず、子どもの関心を
引き、聞こうとする気持ちを高めるための導入を考
える。本筋では媒体を上手に活用し、正しい情報
をわかりやすく伝える工夫をする。最後に子どもた
ちにきちんと伝わったかどうか確認し、まとめをする。
③媒体の制作
　健康教育の内容・対象クラスの年齢や発表の
方法（ペープサート、劇、人形劇、紙芝居等）
に応じて媒体を制作する（写真 -1）。
 媒体制作風景（写真 -1）
（役になりきって媒体を制作しています）
3、授業内での発表（2 コマ使用）
　作成した健康教育の発表会を授業の中で行っ
た（写真 -2）。学生を子どもたちに見立て、1
グループ 10 〜 20 分間で発表し、1 グループご
とに質問や感想を述べるなど意見交換を行っ
た。教員からはよかった点や改善点、配慮点な
どのアドバイスを行った。
　全グループ発表後、学生の投票にて新潟県立
幼稚園で実践するグループを 4 つ選出した。3
歳クラスで実践するグループ 2、4 歳クラス 1、
5 歳クラス 1 の計 4 グループである。
 授業での発表風景（写真 -2）
（歌に合わせて手洗い練習をしています）
4、新潟県立幼稚園での実践
　授業内で選出された 4 つのグループの発表
を、平成 26 年 1 月 27 日（月 ) の 2 限目に県立
幼稚園にて行った（写真 -3）。
　クラスと時間、テーマは以下のとおりである。
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　発表しない学生は 2 グループに分かれ、各人
が 2 つの実践場面を見学した。見学で保育室に
入るときは、健康教育が始まって子どもたちの
関心が前方に向いてから、後ろ側から静かに入
り気が散らないよう配慮した。
　同日の夕方、授業担当教員が新潟県立幼稚園
を訪ね各クラス担任から寸評を伺い、それを次
週授業の教材とした。
 新潟県立幼稚園での実践風景（写真 -3）
（子どもたちに働きかけながら、一緒に進めて
います。）
5、事後学習
　新潟県立幼稚園教諭の寸評と健康教育実践場
面を撮影した 4 クラス分のビデオを活用して、
健康教育の事後学習を行った。
(1) 新潟県立幼稚園先生方の寸評
【よかった点】
・カゼが増えてきていたのでタイムリーなテー
マでよかった。身近に感じられた。
・細かくなく分かりやすかった。
・媒体を使って、洗うとバイ菌が落ちるという
見せ方はよかった。
・話を聞きながら一緒にデモンストレーション
をすることで子どもたちに伝わったようだっ
た。
・劇、歌、絵など媒体がバラエティに富んでい
てよかった。
・腸の長さ、心臓の大きさなど具体的に示して
（「握りこぶしの大きさだよ」）わかりやすかっ
た。働きについてもわかった（ポンプを例に
とって説明）。
【改善点】
・これから始まるよというイントロと、終わっ
てからどれぐらい理解できたかの確認や振り
返りがあるとよかった。
・劇をもっとゆっくり、3 歳児向きのスピード
でしてほしかった。
・さまざまな工夫が凝らされていたのに、子ど
もたちにどの程度伝わったのかなという感が
あり、もったいなかった。
・カゼの予防の「予防」という意味をわかりや
すい言葉でいってほしかった。
・「とある日」という表現も子どもにはわから
ない。子どもにわかりやすい言葉の使用を工
夫してほしかった。
・リモコンが出てきたが、時間を止めたり、戻っ
たりの設定が子どもたちにはわからなかった
と思う。リモコンを押すことで何をしようと
しているのか状況の説明が欲しかった。
・リモコンを押す人と演技者がつながっていな
くて、ポチっと押しても動いていたので余計
にわかりづらかった。
・からだの中に入って探検を始めたという設定
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の説明が欲しかった。子どもたちには何をし
ているのか、つながりがよくわからなかった
と思う。
・絵を持っていた人は動かずに、ここにいるよ
という説明が必要だった。
・さまざまな工夫が生きていなかった
・「天使」の言葉はいらなかった。
【その他気づいたこと】
・歌など耳に残るものなど、子どもたちが憶え
られる工夫があるとよかった。
・最後はあっさり終わってしまった印象であ
る。
・インフルエンザの季節に入り幼稚園でも手洗
については子どもたちに指導したので、手の
洗い方より、しっかり丁寧に洗うことが大事
ということを強調した方がよかった。「2 回
洗ってもまだついてる」ということを伝える
ことが大事だと思った。
・もう一度説明があるのかなと思ったところで
終ってしまった感がある。クイズが始まって
話がわかってきて、子どもたちがノッてきた
ところで終わってしまった。子どもたちは
もっとおしゃべりたかったようであった。
・からだの働きを説明してくれたが、だから何
なのという感じであった。最後に締めが欲し
かった。
・何のためにからだの働きを説明したのか、ど
こにつなげたかったのかが無かった。
　例えば、大事なものが入っているからぶつけ
ちゃダメだよというようなこと。
(2) 学生の感想・意見
【学びになった点】
・ただ楽しいだけでは健康教育にならない。
・特に伝えたい点は何かを明確にして構成する
ことが大切である。
・年齢、季節、クラスの状況に応じた内容は何
か、どこに焦点をあてて、どのように伝える
か、どのようにしたら子どもたちにわかりや
すく伝えられるかの工夫が大事だった。
・子どもたちが自ら考えるところまでいかなく
てはならなかった。「どうして身体を大切に
しなくてはいけないのか」そこまで考えられ
るような働きかけが必要だった。
・難しい言葉遣いをしていたので、言葉選びに
も工夫が必要だった。
・その場の子どもたちに合わせて進めていくこ
との大切さに気付いた。
・わかりやすいように劇を取り入れてもスピー
ドが速かったり、ストーリーがわかりにくい
と大事なことが伝わらない。何よりも大切な
のは子ども目線で考えるということ。
・その園やクラスの様子に合った根拠があるか
らこそ、健康教育の内容もより充実していく
のだということを学んだ。
・授業で学生の前でするのとは違って、子ども
の前ですることの難しさを学んだ。
・幼稚園の先生方からの評価やコメントは辛口
だなと思ったものもあったが、プロとしての
アドバイスや、いつも子どもと接しているか
らこその視点からの指摘はとても役に立っ
た。子ども学科の皆は優しくて辛口コメント
は出ないので、先生方のアドバイスをしっか
り受けることは大切だと思った。
・先生方からいただいたコメントは改善点が明
確で、発表を行っていないグループにも共通
点があり学ぶ点が多くあった。年齢に合った
話し方、始めと終わりをはっきり、子どもた
ちの目や耳に残る工夫など普通の保育場面で
も通ずることだと思う。
・最後にもう一度おさらいして振り返ること
で、子どもたちがどれぐらい理解したか知る
チャンスがあったことに気づかされた。
【授業に対する参考意見】
・講義授業時間数が少ないため準備に充てられ
る時間が少なく、授業時間外に準備をしない
とならなかったが、皆で集まれる時間調整が
難しかった。
・県立幼稚園の子どもたちの様子を伝えてもら
うなどすると内容が深められたと思う。
・教員もしくは学生代表が幼稚園の先生と健康
教育について事前に意見交換ができれば、よ
り子どもの実態に合った健康教育ができたの
ではないかと考える。
・5 歳を選んだのが 4 グループ、4 歳が 2 グルー
プで、5 歳はそれぞれ違うテーマだったが 4
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歳は同じような内容だった。偏りが出ないよ
うに年齢ごとのグループ数を平等にして、ど
の年齢も選択肢を多くするべきではないか。
・実際に子どもの姿を見たり、保育者と情報を
共有した上で考えられるとさらによかったの
ではないかと思った。
・授業内での発表では同じ年齢のものを連続で
見ることができて、同じ年齢向けでも内容の
違いや工夫点、似ている点などの比較ができ
て、グループ選出にも役だったと思う。
・健康教育を行ったことで子どもの生活で変
わったことはあるかなど、その後を見ること
ができたらさらに学びにつながるのではない
かと思った。
・時間の余裕があるなら、幼稚園を訪問したり
担任の先生と話しあう時間を設けることも必
要であると感じた。
【気になった意見】
・選出されたグループには評価をあげるなどの
思いやりがあればよかった。選出されること
に対する正当な評価があることがわかること
は社会に於いても大学に於いても必要なこと
ではないか。
・選ばれた班に何かプラスになることがあった
ら皆もっとやる気になって、さらによいもの
を作ることができたのではないかと思う。
・「選ばれると忙しくなる。」成績に反映する等
のよい理由が無いと、このような考えの人が
出る。
考察
　90 分授業 15 コマの中で、講義と保育園実習
に向けての実技を行い、さらに健康教育を盛り
込むのは時間的に厳しいことは予測できた。し
かし実技演習も健康教育もどちらも重要である
と考え両方に取り組んだ。そのため、健康教育
の準備には 3 コマしか充てることができず、学
生は授業時間以外に準備時間を確保するための
日程調整が難しかったと感想で述べている。そ
のような意味では学生に負担をかけたと思って
いる。しかしどのグループも手を抜かずに取り
組み、最後は「健康教育」になっていた。
　学生の【授業に対する参考意見】に、「県立
幼稚園の子どもたちの様子を伝えてもらうなど
すると内容が深められたと思う」「教員もしく
は学生代表が幼稚園の先生と、健康教育につい
て事前に意見交換ができればより子どもの実態
に合った健康教育ができたのではないかと思
う」など、事前に幼稚園の子どもたちの様子を
知ることが必要だったという意見が多数見られ
た。健康教育を考えるとき、「今なぜこのクラ
スにこの内容の健康教育が必要かの根拠が大
切」「それは日頃の子どもたちの様子（健康状態、
遊びやケガ、好き嫌い等々）や、周囲で流行し
ている感染症、生活習慣などから考える」こと
の重要性を授業の中で再三説明してきたが、実
際に幼稚園で実施してみて各クラス担任の先生
方から指摘をいただいて、改めてその意味が理
解されたようであった。
　これは健康教育の根拠を考えるという大切な
部分で、情報収集を含め事前準備が整わない状
態で行った結果、数々の指摘を受けたからこそ
気付けたことである。もし教員の方でお膳立て
して事前に状況を伝えていたとしたらそれなり
に済んでしまい、十分な指摘を受けることがな
かった可能性も考えられる。学生側から幼稚園
に様子を見に行きたいという申し出があれば、
教員が幼稚園と交渉することを考えていたが、
そのような申し出がなかったため、子どもたち
の様子を把握するための幼稚園訪問をあえて奨
めることはしなかった。ただこの場合、健康教
育を実際の場で体験するという大学側の学習目
的は達成できるが、学生が準備した健康教育が
子どもたちの状況に合った適切な内容になって
いない可能性があり、幼稚園側にとっては時間
と場を提供しただけで、メリットのない負担だ
けを強いられるものになってしまったのではな
いかという危惧を感じたことも事実である。
　【気になった意見】に、「選出されたグループ
には評価をあげるなど思いやりがあってもよ
かった」「何かプラスになることがあればもっ
とやる気になってさらによいものを作ることが
できたのではないかと思う」「成績に反映する
等のよい理由が無いと、選ばれると忙しくなる
というような考えの人が出る」などの意見が
あった。
　10 グループ中 4 グループしか選ばれない状
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況で、選ばれた学生たちは子どもたちの前で体
験できる機会を得たのである。幼稚園にも多大
な協力をいただいて実現した健康教育である。
選ばれると大変なのだから何か報酬を与えた方
がよいという意見に対して、全員ができるもの
ではないところで貴重な学習の場を提供しても
らい、貴重な体験をさせてもらったということ
を伝えていかなくてはならなかったと反省して
いるところである。ただし一人ひとり違った考
え方があり、考え方には正解があるわけではな
いので、今後このような意見が示された時には
皆でディスカッションをしたいと考えている。
今回は最終回の授業で感想・意見を書いても
らったためその機会が持てなかったのは残念で
ある。
　平均寿命と健康寿命の差を少なくすること
は、生活習慣の改善や社会環境の整備によって
国が実現しようとしている最終的な目標であ
る (5)。それを受けて各自治体も健康増進計画を
立て、健康診断や健康教育に力を入れようとし
ている。健康教育に関する書籍では、1986 年
にオタワで出された WHO のヘルス・プロモー
ションに則して書かれているもが多く、成人や
老人に対する健康管理に焦点が当てられている
(6)。生活習慣は、子どものころからの日々の生
活の積み重ねを通して身についていくものであ
る。その過程において望ましくない習慣が続く
ことによって、何らかの疾病が生じてきたのが
生活習慣病で、異常が出てくるまでにはそれな
りの長い時を経ている。したがってそこで予防
への働きかけを行っても、労多くして功少なし
の感が否めない。また、長年の生活習慣を変え
ることへの心身の抵抗も少なくない。小、中学
校など義務教育の場や高校の教育の中で、賢い
食べ方・飲み方、眠り方、運動の仕方等々、教
科と同じように健康生活を営むための知恵を学
ぶ時間が確保されることがあってもよいのでは
ないだろうか。できればさらに幼少期の保育
園・幼稚園から健康について関心が向くような
働きかけが行われることが理想であると考えて
いる。
　保育所保育指針や幼稚園教育要領にも、幼少
期から健康に関して興味・関心を持ち、自から
健康と安全に関する知識と身につけていくこと
の大切さが示されている。今回学生は、保育園・
幼稚園における健康教育について学んだ。保育
者として現場に出た時には、安全、安心の環境
を確保したうえで、さらに健康教育にも積極的
に取り組んでほしいと願っている。
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